
○ＥＴＣ２．０搭載車を対象として、高速道路外の休憩施設等への一時退出を可能とする実験を３箇所で実施 （H29年夏までに順次開始）

○今後、全国の高速道路で休憩施設の間隔が概ね25km以上ある約100区間について、半減することを目指す

○これにより、休憩施設等の不足を解消し、良好な運転環境を実現するとともに地域の活性化を図る

一時退出実験試行箇所（全国３箇所）

5/27より実験開始

6/24より実験開始

７/１５より実験開始
ソレーネ周南：山口県周南市
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